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参加資格取得制度および標準記録


エントリー条件 

 

 個人種目 

- 各加盟国陸連から以下条件のもと、各種目最大3名の参加有資格競技者を出場することが認められ

る。（ワ イルドカード競技者がいる場合は4名まで）4人目の参加有資格者競技者（ワイルドカー

ド競技者がいる場合は5人目）は補欠としてエントリーすることができる。 

 

 リレー種目 

- 各加盟国陸連は、以下条件のもと、各リレー種目に参加資格を有する1チームをエントリーできる。

合計6 名の競技者をエントリーできるが、これには該当する個人種目（100mおよび400m）に出場す

る競技者（最大4名）を含めなければならない。本規定は混合4x400mRには適用されない。 

 

 アンクオリファイド競技者 

- 加盟国陸連のうち 

 エントリースタンダード（後述参照）を満たしている、または満たしたとみなされた男子お

よび／または女子競技者が不在; 

 ワールドランキングにより参加資格を取得した男子および／または女子競技者が不在； 

 参加資格を有するリレーチームが不在の場合は； 

1名の男子アンクオリファイド競技者あるいは1名の女子アンクオリファイド競技者を本大会個人1

種目にエントリーすることができる。（ただし、ロード種目およびフィールド種目（後述参照）、

混成種目、 10000m、3000m障害物は除く） 

- 加盟国陸連の最も優秀な競技者がフィールド種目あるいはロード種目にいる場合は、ワールドア

スレティックスに該当競技者の氏名と有効期間中1のベスト記録を提出し、参加承認の申請ができ

る。ただし、 当該エントリーの可否はテクニカルデレゲートが決定するものとし、決定の際に当

該エリア陸連の意見を求めることができる。 

- ホスト国は、参加資格を有する競技者が不在の種目において、あるいは有資格のリレーチームが不

在の場合、当該種目に1名の競技者（あるいはリレーチーム）をエントリーすることができるが、

混成種目および フィールド種目は除き、上述が適用される。 

- アンクオリファイド競技者は資格取得競技者のクォータに追加される。 

- テクニカルデレゲートの承認が必要な場合は、申請締切時点のワールドランキング上位の競技者を優

先する。（当該申請は teamservices@worldathletics.org に提出すること）: 

 2023年5月30日 マラソンおよび35km競歩。 

 2023年7月30日 20km競歩およびフィールド種目 

 

 年齢カテゴリー 

- アンダー20競技者 — 2023年12月31日時点で18歳あるいは19歳の競技者（2004年生あるいは2005年生） 

はマラソンおよび35km競歩を除く全ての種目に参加ができる。 

- アンダー18競技者 — 2023年12月31日時点で16歳あるいは17歳（2006年生あるいは2007年生）は投てき

種目、混成競技、10000m、マラソン、競歩種目を除く全ての種目に参加ができる。 

- 16歳未満の競技者 － 2023年12月31日時点で16歳未満（2008年以降生まれ）の競技者はエントリーす

ることができない。 




三段跳において、テクニカルデレゲートがアンクオリファイド競技者のエントリーを検討するのはシーズンベスト記録m（男子）

／12.75m（女子）以上を有するものとする。ただし、これらの記録を有してもエントリーを保証するものではない。
 
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参加資格取得制度 
 

 参加資格記録およびワールドランキング有効期間 

- マラソンおよび35km競歩:2021年12月1日から2023年5月30日24:00（タイムゾーン問わず）までの18カ

月間。 

- 10000m、20km競歩および混成競技:2022年1月31日から2023年7月30日24:00（タイムゾーン問わず）ま

での18カ月間。 

- その他の種目: 2022年7月31日から2023年7月30日24:00（タイムゾーン問わず）までの12カ月間。 

 

 個人種目の資格取得方法 

- 競技者は次の4通りにより参加資格を取得することができる。 

 後述の要件に基づき有効期間内に参加標準記録を達成。 

 次の指定競技会の最終順位により（これは参加標準記録を満たしているものとみなす）: 

o 全ての個人種目（マラソン除く）のエリア選手権優勝者。ただし、同種目におい

て、同エリア内から当該優勝者より高いワールドランキングを有する競技者のエ

ントリーが無い場合に限る。エリア選手権優勝者が所属する陸連は、その選考要

項にもとづき当該競技者をエントリーするか否かの最終権限を有する。以下の各

条件詳細を確認されたい。 

o 有効期間内に開催されたプラチナラベルマラソン競技会で5位以上入賞および

2023年ゴールドラベルマラソン競技会優勝による。 

 ワイルドカードによる 

o 2022年世界選手権優勝者 

o 次の2022年総合優勝者 

1. ダイヤモンドリーグ 

2. WA競歩ツアー (20kmまたは35kmに参加) 

3. WA混成競技ツアー 

4. ハンマー投 コンチネンタルツアー リーディングパフォーマー 

同じ国から2名の競技者がワイルドカードで資格を取得した場合、いずれか1名の競技

者に限りワイルドカードとしてエントリーできる。本規定により、加盟国陸連が1種

目に4名の競技者がいる場合は、4名全員が参加することができる。 

 有効期間終了時点のワールドランキング順位による。これは該当する種目別ランキングル

ール（ならびに有効期間）に もとづく。ランキングがタイの場合は次点のパフォーマン

ススコアが高い競技者を優先する。  

- 10000m では、8名の出場枠は、標準記録またはその他手法により参加資格を取得していない男子お

よび女子クロスカントリー競走の有効期間終了時点のワールドランキング上位者に付与される。 

- ワールドアスレティックスは、本大会に向けて各種目の世界選手権参加資格取得状況の一覧を定期

的 に 更 新 す る 。 こ れ は ワ ー ル ド ア ス レ テ ィ ッ ク ス HP の Stats Zone ペ ー ジ

(www.worIdathletics.org/stats- zone)に公開する予定。 
- 個人競技者ランキング手順 

 有効期間終了後、各種目のターゲットナンバーに基づき、ワールドアスレティックスは次を

決定する: 

o 参加標準記録（記録達成者および指定競技会の上位入賞者、承認されたエリア選手

権優勝者含む）を満たした競技者の人数 

o ワイルドカード資格取得者; 

o 各種目のターゲットナンバーを満たすため、最終的にワールドランキングの順位

により参加資格を取得した競技者。いずれの種目も参加標準記録達成者およびワ

イルドカードでターゲットナンバーに達した（あるいは超えた）場合は、ワール

ドランキングの順位により参加資格を付与されない 

o ワールドランキングの次位競技者。 

 
 
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 前述の決定がなされた競技者リストは2023年8月2日に公開される。 

 加盟国陸連は2023年8月4日までに仮エントリー申請ができる。これには参加有資格者に加

えて、エントリーを希望するワールドランキング次位競技者も申請に含めることができる。 

 提出された仮エントリー申請に基づき、ワールドアスレティックスはエントリー表明があ

ったワールドランキング次位競技者のうちエントリーが認められる競技者を決定し、2023

年8月5日（モナコ時間24:00）までに当該加盟国陸連に通知する。 

 加盟国陸連はこの通知を確認のうえ、2023年8月7日（モナコ時間24:00）までにファイナル

エントリーを完了させる。 

 

 

 リレー種目の参加資格取得方法 

- リレーチームは次の2通りで参加資格を取得できる。 

 2023年世界リレーで12位以上に入る。 

 残りの出場枠（３枠あるいは４枠）は、有効期間終了時点で、上位の記録を有するチーム。

リレー競走は記録を有効として扱うには、ワールドアスレティックス競技規則に準じた競

技会で実施 され、２か国以上が代表された２つ以上のインターナショナルチームがレー

スで競走しなければならない。  

- リレーランキング手順 

 有効期間終了後、２０２３世界リレーで資格取得したチームおよび、必要な記録を満たせ

ずもエントリーされたホスト国チームを除いた、ワールドアスレティックストップリスト

（有効期間内の最高記録順による）の順位により参加資格を取得するチームを特定する。

ワールドアスレティックスは有効期間終了48時間以内に当該加盟国陸連 に公式メールア

ドレス（xxx@worldathletics.org）に通知する。これに対する回答は２４時間以内とする。

辞退、欠場あるいは無回答の場合は、参加資格取得したものとして次位チームが特定され、 

招待される。この招待手続きは２０２３年８月３日モナコ時間24:00に終了する。  

 
 
 
種目別競技者／チーム ターゲットナンバー 
（アンクオリファイド競技者含まない） 

種目 ターゲットナンバー 

100m 48 

200m 400m 48 

800m 56 

1500m 56 

3000mSC 36 

5000m 42 

10,000m 27 

100mH, 110mH, 400mH 40 

フィールド種目 36 

混成競技 24 

マラソン 100 

20km 競歩 50 

35km 競歩 50 

リレー 16 

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参加標準記録 

 

男子 種目 女子 

10.00 100m 11.08 

20.16 200m 22.60 

45.00 400m 51.00 

1:44.70 800m 1:59.80 

3:34.20(3:51.00/3:51) 1500m（1 マイル） 4:03.50(4:22.00/4:22) 

13:07.00/13:07 5000m/5km ロード 14:57.00/14:57 

27:10.00/27:10 10,000m/10km ロード 30:40.00/30:40 

2:09:40 マラソン 2:28:00 

8:15.00 3000m 障害物 9:23.00 

13.28 110mH / 100mH 12.78 

48.70 400mH 54.90 

2.32 走高跳 1.97 

5.81 棒高跳 4.71 

8.25 走幅跳 6.85 

17.20 三段跳 14.52 

21.40 砲丸投 18.80 

67.00 円盤投 64.20 

78.00 ハンマー投 73.60 

85.20 やり投 63.80 

NA 七種競技 6,480 

8,460 十種競技 NA 

1:20:10 20km 競歩 1:29:20 

2:29:40 35km 競歩 2:51:30 
世界リレー上位 12 + 記録上位 4 4x100m 世界リレー上位 12 + 記録上位 4 

世界リレー上位 12 + 記録上位 4 4x400m 世界リレー上位 12 + 記録上位 4 

世界リレー上位 12 + 記録上位 4 混合 4x400m 世界リレー上位 12 + 記録上位 4 



記録の有効性にかかる条件 
 

 いかなる記録もワールドアスレティックス競技規則を遵守し、ワールドアスレティックス、そのエリア陸

連、ある いは加盟国陸連が主催または公認し、事前開催申請（2023年1月1日以降）が完了している競技会

で達成するものとする。（詳細は以下参照） 

 道路競走ならびに競歩ではワールドアスレティックスが、以下に準じる認証コースの競技会一覧を公開する。 

- 道路競走 (マラソン、ハーフマラソン、10km、5km、ロード1マイル) 

 参加資格取得の対象となる記録は、ワールドアスレティックス/AIMSグレードAまたはBの

国際道路コース計測員が計測し且つレース日前5年以内にワールドアスレティックス認証

が発行されたコースで達成するものとする。 

 参加標準記録の対象とする場合は、スタートからフィニッシュまでの減少する標高は1：

1000、すなわち1kmあたり1mを超えないものとする。 
 
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 ワールドランキングの対象となる記録が、（スタートからフィニッシュの）標高の減少が

1:1000 を超えるコースで達成された場合、リザルトスコアの調整が施され、標高の減少

に応じて減点される。 

 参加資格に有効なマラソンコースの問い合わせ先はalessio.punzi@worIdathIetics.orq. 

競歩 

 参加資格取得の対象となる記録は、ワールドアスレティックス/AIMSグレードAまたはBの

国際道路 コース計測員が計測し且つレース日前5年以内にWA認証が発行されたコースで達

成するものとする。 

 3名以上の国際またはエリア資格を有する国際競歩審判員が委嘱されているものとする。 

 ワールドアスレティックス Table of Contents 国際競技会の定義1.9に基づく国際競技会、

または国内競技会に関係する加盟国陸連は、レースを開催する前にワールドアスレティッ

クスに所定の申請書を提出するものとする。オレゴン2022世界陸上競技選手権大会の参加

資格取得対象とするために申請書提出している場合は、申請書の再度提出は不要とする。 

 参加資格に有効な競歩コースの問い合わせ先は competition@worldathletics.orq. 

 2023 年 1 月 1 日より、国内公認競技会は上述の条件に準じており、資格の対象とする全ての記録はワールド

アスレティックスに当該競技会の開催申請書が提出されている競技会で達成するものとする。（ワールドラ

ンキング・コンペティション枠組み）当該競技会はワールドアスレティックスホームページのグローバルカ

レンダーページにて公開される。 

 記録の有効性にかかる特別条件: 

- 男女混合のトラック種目で達成された記録は認められない。ただし、TR第9条に基づき、5000mおよ

び10,000mにおいては、 男子あるいは女子いずれか一方の性別の競技者数が不足し、男女個別のレ

ースを開催することが合理的ではなく、 また一方の性別の競技者が、他の性別の競技者に対する

ペースメイクや助力がない場合はこの限りではない。これに該当する場合は、加盟国陸連はワール

ドアスレティックス競技部 ( competition@worldathletics.org )に例外申請にかかる必要書類を

提出するものとする。 

- 追い風参考記録や風力の記録がない場合は参加資格記録として認められない。（ただし、必要な調

整が施されるワールドランキングは有効とする。） 

- 手動計時による記録は、100m、200m、400m、 800m、 110m/100mハードル、 400mハードルおよび

4x100mリレーでは認められない。 

- 全てのフィールド種目および200m以上のトラック種目は室内記録も認められる。 

- 施設の長さやその他の仕様が室内競技規則に準拠していない、屋内や完全または部分的に屋内とな

る会場で行われる競技の記録は有効であり、以下のすべての条件を満たす場合には、室内記録とし

てではなく屋外で実施される競技の記録として扱う。 

 CR第2条から第3条に規定された統括団体が競技会の開催を公認していること。 

 公認審判員が指名され、当該競技会の審判にあたっている。 

 規則に準拠した機器や用器具が使用されている。 

 （楕円形の）トラックの1周が201.2ｍ（220ヤード）より長く、400ｍを超えていない。規

則に適合した競技エリアや競技施設で行われ、一時的 に作られた仮設施設で行われる場

合には TR10に従って 測量と計測が行われている。 

運用上、規則に適合し、競技者に利点となるものは何もない施設において、関連するすべての規則

に従って達成された記録は、同じ種目であれば、屋根付きの競技場で達成された記録であっても、

屋外競技場で達成された記録と同じリストに記載され、統計目的で使用されることを妨げない。

（屋外スコアリングテーブルに基づき得点が付与される。） 

競歩 

 トラックの記録は認める (20,000m、 35,000m、50,000m)。 

 ペナルティゾーン規則が運用された競技会での記録は認める。 
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- 混成競技は、これらの条件のうち少なくとも一つを満たすものとする: 

 いずれの個別種目も風速は+4m/秒を超えていない。 

 平均風速（各個別種目で計測された、風速の代数和を当該種目数で割った数値に基づく）

が+2m/ 秒を超えていない。 




エリア選手権優勝者 
 
世界陸上競技選手権大会の即時参加資格取得（リレーおよびマラソン除く）について次の規定が適用される。 

1. エリア選手権優勝者（世界選手権実施各種目）は即時に世界陸上競技選手権大会の参加資格が付与され、

記録 が参加標準記録に達しているかは問わない。ただし、同種目において、同エリア内から当該優勝者

より高いワールドランキングを有する競技者のエントリーが無い場合に限る。  

2. エリア選手権優勝者とは2021、2022あるいは2023に達成した者とする。 

3. エリア選手権優勝者が所属する加盟国陸連がその定める標準記録や選考要項にもとづき、当該競技者をエン

トリー申し込みするか否かを決定する権限を有する。  

4. エリア選手権優勝者が所属する加盟国陸連が当該競技者をエントリーした場合、その競技者は参加標準記録

を達成したものとする。 

5. エリア選手権優勝者が何らかの理由でエントリーされなかった場合、当該競技者の出場枠は2位の競技者には

付与されず通常通りのエントリー規則および条件が適用される。 

6. エリア選手権で一部種目が開催されない場合、エリア陸連は、エリア選手権規程を遵守したうえでその種

目に特化したエリア選手権を開催することができる。特定種目の選手権を別開催する場合、少なくとも開

催1カ月前までにワールドアスレティックスに通知するものとする。 

 
 

 

 

 

 

競技不正操作監視対象リスト 
 

ワールドアスレティックス・カウンシルは2022年7月に競技不正監視対象の加盟国陸連のリストを制定する。 

※対象加盟国陸連のリストは今後公表予定。 

 

2022年8月2日以降、監視対象加盟国陸連が開催する競技会のうち、ワールドアスレティックスが、参加標準記録

やワールドランキングによるブダペスト2023参加資格取得の対象として記録を認めるのは次の競技会に限定する。 

 公式国際もしくはエリア選手権大会 

 次の国際競技会体制に加盟する競技会: 

- ダイヤモンドリーグ 

- コンチネンタルツアー 

- 世界室内ツアー 

- 世界競歩ツアー 

- 世界混成ツアー 

- 世界クロスカントリーツアー 

- ワールドアスレティックス ラベルロードレース 

- シニア国内選手権大会。ただし開催30日前までにワールドアスレティックスに開催申請書の提出

が求められる。(competition@worldathletics.orq) 

 

ワールドアスレティックスは独自の裁量により、必要とすれば、最大3名のITO国際技術委員（ワールドアスレテ

ィックス・レフェリー）を委嘱し、開催加盟国陸連の費用負担でこれらの競技会の審判にあたらせることができ

る。 





